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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2025年４月 11日に公表いたしました 2026年２月期の連結業績予想及び個別業績予想につきまし

て、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．業績予想について 

（１）2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月 28日）              

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 92,200 7,300 5,700 2,500 126円 42銭 

今回修正予想（Ｂ） 93,290 6,100 7,350 2,750 139円 03銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,090 △1,200 1,650 250  

増 減 率 （％） 1.2 △16.4 28.9 10.0  

(ご参考)前年同期実績 

(2025 年 2月期） 
87,240 4,344 3,440 △1,816 △91円 87銭 

 

（２）2026年２月期の個別業績予想（2025年３月１日～2026年２月 28日）  

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 73,000  6,100 2,200 111円 25銭 

今回修正予想（Ｂ） 75,500  7,900 850 42円 97銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,500  1,800 △1,350  

増 減 率 （％） 3.4  29.5 △61.4  

(ご参考)前年同期実績 

(2025 年 2月期） 
69,468 6,210 6,269 △1,891 △95円 66銭 

 

（３）修正の理由 

（連結）  

  2026年２月期において、国内は、プライズ部門を中心に既存店売上高が前期より約６％改善 

し、新店ではプレイグラウンドの新業態やプライズ専門店の出店が進み、売上高が前期より約 

８％増加いたしました。アセアンは業態開発による出店可能エリア拡大が奏功し、今まで出店 

していた都市部に加え、地方都市・本島以外への積極的な出店が売上拡大に貢献しました。し 

かし市場環境の変化や競争環境の激化により、既存店が軟調となり、収益が低下いたしました。 

中国は構造改革が進み、店舗閉鎖を推進しコストの低減に努めた結果、営業損失を低減いたし 



ました。 

連結の売上高は国内の好調もあり前回予想を 1.2％上回り過去最高を更新する見込みです。 

営業利益においては、好調な国内が約 70億円と過去最高を更新いたしました。アセアンに 

おいて、既存店の収益低下による影響により連結の営業利益は約 61億円の見込みですが、2017 

年度以来の過去最高を更新する見込みです。 

経常利益は各国為替レートが期首より円安に進行し為替差益を約 18億円計上し、結果経常利 

益は約 73.5億円、前回予想を 16.5億円上回る見込みです。 

   特別損失は不採算店舗等約 20億円の減損損失を計上する見込みであり、結果親会社株主に帰 

属する当期純利益は約 27.5億円、前回予想を 2.5億円上回る見込みです。 

  以上の結果、当期の連結業績は、売上高、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回 

予想を上回る見込みであり、営業利益は前回予想を下回る見込みとなりました。 

 

（単体） 

  売上高は前回予想を約３％上回る見込みです。既存店はプライズ部門が好調に進捗し、新規 

出店としてプレイグラウンドの新業態、プライズ専門店、カプセルトイ専門店を出店し売上高 

を押し上げました。 

営業利益は約 70 億円の見込みで前回予想 65 億円を上回り過去最高を更新する見込みです。

経常利益は為替差益の計上もあり前回予想を約 18億円上回る見込みです。当期純利益は中国や

アセアン子会社の貸倒引当金や関係会社事業損失引当金繰入損等を特別損失に計上することに

より、約 8.5億円を見込んでおります。  

 

 

※上記記載の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績 

は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

                                            以 上 


